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今
号
、
特
殊
ペ
プ
チ
ド
に
つ
い
て
、

機
構
事
務
局
の
太
田
祥
江
が
、
様
々
な

角
度
か
ら
特
殊
ペ
プ
チ
ド
の
医
薬
品
開

発
に
取
り
組
む
株
式
会
社
フ
ァ
ン
ペ
ッ

プ
代
表
取
締
役
社
長
三
好
氏
に
、
ま
た

医
学
的
観
点
か
ら
機
構
理
事
で
あ
る
森

下
氏
に
お
話
し
を
伺
い
ま
す
。

太
田
：
機
構
で
は
「
血
管
」
が
起
因
す

る
病
気
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
再
生
治
療（
新

し
い
治
療
）
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

し
た
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

た
り
、
不
特
定
多
数
の
市
民
の
方
へ
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
防
医
学

的
観
点
か
ら
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
情
報

提
供
を
心
が
け
、
患
者
さ
ん
が
適
切
な

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
は
、
第
３
の
医
薬
品

と
言
わ
れ
、
加
工
が
容
易
で
且
つ
生
体

内
で
様
々
な
機
能
・
効
能
を
発
揮
す
る

ペ
プ
チ
ド
に
よ
る
新
薬
開
発
に
つ
い
て
、

株
式
会
社
フ
ァ
ン
ペ
ッ
プ
代
表
取
締
役

社
長
三
好
氏
に
お
伺
い
致
し
ま
す
。

機
能
性
ペ
プ
チ
ド
と
は

太
田
：
機
能
性
ペ
プ
チ
ド
に
つ
い
て
簡

単
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
か
。

三
好
：
ペ
プ
チ
ド
は
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
構

成
さ
れ
、
ア
ミ
ノ
酸
が
２
個
か
ら
５
０

個
く
ら
い
の
中
程
度
の
分
子
を
言
い
、

ア
ミ
ノ
酸
が
50
個
以
上
の
大
き
な
分
子

を
タ
ン
パ
ク
質
と
言
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
ペ
プ
チ
ド
は
効
果
的
な
化
粧
品
成

分
の
一
つ
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
が
、
当
社
が
見
出
し
た
機
能
性

ペ
プ
チ
ド
の
中
に
は
、
抗
菌
作
用
か
ら

老
化
あ
る
い
は
損
傷
し
た
肌
の
細
胞
に

働
き
か
け
、
肌
の
修
復
や
再
生
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ミ
や
シ
ワ
、

た
る
み
な
ど
の
症
状
の
改
善
に
寄
与
す

る
ペ
プ
チ
ド
も
あ
り
ま
す
。
当
社
は
ペ

プ
チ
ド
を
用
い
た
医
薬
品
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
注
力
し
て
い
る
開
発
の

一
つ
が
抗
体
医
薬
品
の
代
わ
り
と
な
る

治
療
用
ワ
ク
チ
ン
（
抗
体
誘
導
ペ
プ
チ

ド
医
薬
品
）
の
開
発
で
す
。

　

抗
体
誘
導
ペ
プ
チ
ド
医
薬
品
に
関
わ

る
開
発
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
ど
う
見
出
さ

れ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
医
薬
品
開
発

は
「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
」（
偶
然
の

発
見
）
が
重
要
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
当
社
の
技
術
も
偶
然
の
発

見
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
始
ま
り

で
す
。
当
初
は
血
管
を
作
り
出
す
作
用

が
あ
る
（
血
管
の
新
生
作
用
）
ペ
プ
チ

ド
を
探
索
し
て
い
ま
し
た
が
研
究
を
通

じ
て
機
能
性
ペ
プ
チ
ド（
30
個
の
ア
ミ

ノ
酸
か
ら
な
る
A
G
30
）を
見
出
し
ま

し
た
。
A
G
30
は
血
管
の
新
生
作
用
の

ほ
か
に
、
そ
の
構
造
的
な
特
徴
か
ら
抗

菌
性
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
抗
菌

活
性
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
偶
然
の
産
物
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、
A
G
30
の
構
造
を
も
と
に
い

ろ
い
ろ
な
加
工
を
試
み
て
、
A
G
30
と

同
様
な
作
用
の
あ
る
ペ
プ
チ
ド
、
抗
菌

性
の
み
を
も
つ
ペ
プ
チ
ド
、
免
疫
機
能

を
活
性
化
さ
せ
る
ペ
プ
チ
ド（
A
J
P

０
０
１
）
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。
偶
然

の
産
物
で
あ
っ
た
A
J
P
０
０
１
は
と

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
作
用
の
あ
る
ペ
プ
チ

ド
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
医
薬
品
と

し
て
使
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
生
体
内

で
抗
体
を
作
れ
る
の
は
生
体
外
の
高
分

子
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ペ
プ
チ
ド
を
使
っ
て
高
分
子
で
な
く
ペ

プ
チ
ド
と
い
う
中
程
度
の
分
子
で
抗
体

医
薬
品
と
同
様
な
抗
体
が
作
れ
な
い
か

？
と
い
う
着
想
か
ら
研
究
を
開
始
し
、

抗
体
誘
導
ペ
プ
チ
ド
医
薬
品
に
関
わ
る

開
発
の
技
術
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
に
よ
る
医
薬
品
の
開
発
が

成
功
す
る
と
、
高
価
格
な
抗
体
医
薬
品

に
頼
る
こ
と
な
く
、
ま
た
投
薬
の
回
数

も
減
り
ま
す
。
大
き
な
負
担
な
く
治
療

を
受
け
る
こ
と
は
全
世
界
の
患
者
様
の

幸
福
に
繋
が
る
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

創
薬
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
に

強
み
、
代
替
医
薬
品
の
開
発
で
、

医
療
費
や
身
体
的
負
担
の
軽
減

太
田
：
具
体
的
に
「
機
能
性
ペ
プ
チ
ド

F
P
P
０
０
３
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な

機
序
で
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
効
果

が
見
込
ま
れ
ま
す
か
。

森
下
：
機
能
性
ペ
プ
チ
ド
F
P
P
０

０
３
は
、
乾か
ん
せ
ん癬

改
善
に
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
乾か
ん
せ
ん癬
の
発
症
に
は
生
体
内
物

質
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン（
I
L
）

‒
17
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
サ
イ
ト

カ
イ
ン
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
数
種
類

の
I
L‒

17
A
の
作
用
を
抑
制
す
る
抗

体
医
薬
品
（
抗
I
L‒

17
A
抗
体
医
薬

品
）
が
発
売
さ
れ
、
治
療
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
F
P
P
０
０
３
は
抗
I
L‒

17
A
抗
体
医
薬
品
と
同
作
用
を
示
す
抗

体
を
生
体
内
で
産
生
さ
せ
る
こ
と
で

乾か
ん
せ
ん癬

の
治
療
に
使
い
ま
す
。

乾か
ん
せ
ん癬
の
治
療
薬
の
登
場
で
、

治
療
の
選
択
肢
が
拡
大
。

太
田
：
対
象
疾
患
が
皮
膚
疾
患
の
患
者

さ
ん
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
最
近
、
モ

デ
ル
の
道
端
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
さ
ん
が

乾か
ん
せ
ん癬

で
あ
る
こ
と
を
公
表
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
乾か
ん
せ
ん癬

と
い
う
疾
患
に
つ
い
て
、

ま
た
F
P
P
0
0
3
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
ご
教
示
い
た
だ
け
ま
す
か
。

森
下
：
乾か
ん
せ
ん癬

と
は
、
皮
膚
か
ら
少
し
盛

り
上
が
っ
た
赤
い
発
疹
の
上
に
、
鱗
状

の
く
ず
を
伴
い
、
ポ
ロ
ポ
ロ
と
剥
が
れ

落
ち
る
病
気
で
、
再
発
を
繰
り
返
す
慢

性
疾
患
で
す
。
免
疫
系
の
問
題
が
関
わ

っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
遺
伝
的
に

生
じ
や
す
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

特
段
白
人
系
の
方
に
多
い
と
も
言
わ
れ

ま
す
。

　

現
在
の
治
療
で
は
、
頻
回
す
る
通
院
、

高
額
な
薬
剤
費
、
副
作
用
な
ど
が
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、「
機

能
性
ペ
プ
チ
ド（
F
P
P
０
０
３
）」は
、

製
造
コ
ス
ト
が
非
常
に
安
価
で
生
産
が

で
き
、
体
の
中
で
抗
体
を
作
っ
て
ゆ
く

お
薬
に
な
り
ま
す
の
で
（
抗
体
誘
導
ペ

プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
言
い
方
も
し

ま
す
）
副
作
用
が
起
こ
り
に
く
い
、
ま

た
投
与
回
数
が
少
な
く
済
み
年
間
医
療

費
の
軽
減
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
治
療
に
は
、
注
射

な
ど
の
投
与
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
事
業
展
開
の
可
能
性

太
田
：
医
薬
品
開
発
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

状
況
、
そ
し
て
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

ご
教
示
い
た
だ
け
ま
す
か
。

三
好
：
子
会
社
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

ぺ
プ
タ
イ
ド
社
で
は
医
薬
品
創
生
の
プ

ロ
セ
ス
か
ら
見
出
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作

用
を
示
す
機
能
性
ペ
プ
チ
ド
を
使
っ
て

医
薬
品
以
外
の
事
業（
化
粧
品
類
）を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
フ
ァ
ン

ペ
ッ
プ
で
進
め
て
い
る
、
多
様
な
慢
性

疾
患
に
対
し
て
新
た
な
治
療
法
と
な
り

え
る
抗
体
誘
導
ペ
プ
チ
ド
の
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
し
ま
す
。

F
P
P
０
０
３
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

も
説
明
し
た
抗
体
誘
導
ペ
プ
チ
ド
に
関

わ
る
当
社
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
患
者

様
の
体
の
中
で
病
気
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
内
因
性
の
た
ん
ぱ
く
質
の
働
き
を

自
身
の
体
の
免
疫
機
能
（
抗
体
を
作
ら

せ
る
機
能
）
を
使
っ
て
抑
え
、
病
気
状

態
か
ら
回
復
さ
せ
る
医
薬
品
候
補
で
す
。

従
っ
て
病
気
の
原
因
物
質
が
わ
か
っ
て

い
る
慢
性
疾
患
に
対
し
て
広
く
開
発
の

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
状
で
は

精
神
神
経
疾
患
、
高
血
圧
、
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
、
片
頭
痛
の
治
療
薬
を
研
究
開

発
し
て
い
ま
す
。

太
田
：
F
P
P
三
好
氏
、
機
構
理
事
で

あ
る
森
下
氏
よ
り
革
新
的
な
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
生
1
0
0
年
時
代
に
備
え
、
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
希
望
の
光
が
垣
間
見
れ

る
そ
ん
な
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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1991年大阪大学医学部老年病講座大学院卒業後、米国ス
タンフォード大学循環器科客員講師を経て現職。内閣府健
康医療戦略参与、日本遺伝子細胞治療学会理事長、2025
大阪関西万博大阪ヘルスケアパビリオン総合プロデューサー
等、要職を務める。現在、生活習慣病に対するワクチンを研究
開発中。主な研究分野は、循環器、再生医療、抗加齢医学

1991年熊本大学大学院薬学研究科博士後期課程修了、2006
年筑波大学大学院ビジネス科学研究科博士前期課程修了。
製薬企業の研究開発職を経て、ベンチャーキャピタルへ転
職、主に創薬系ベンチャーへの投資及び育成業務に従事。
2013年(株)ファンペップ創業者メンバーとして起業に協
力、2020年1月より同社代表取締役。

従前医薬品は、19世紀より広く使われている低分子医薬品※１と、2000年頃より悪性腫瘍などの分子標的治療※2などに用いられる
抗体医薬品（モノクローナル抗体）※3に大別できた。しかし近年、ヒト由来のペプチドのほか、ペプチド加工ノウハウを強みとした研究開発から、

さまざまな機能・効果を持つ特殊ペプチド（機能性ペプチド）が見出され、第３の医薬品として注目されている。

ペプチドが医療を変える！
～最先端医薬を身近に～

NPO法人 血管医学研究推進機構

tel.03-4570-2669
受付時間 9:00～18:00（※土・日・祝日を除く）

検索血管医学

https://angio.jp/

問い合わせ先

※１低分子医薬品：「低分子医薬品」とは、分子量が
小さい医薬品を指します。このような薬剤は血液や組織
に浸透しやすいため、身体に対する影響が少ないとされ
ています。また、低分子医薬品は一般的に吸収性や生
体利用率が高いため、効果が現れやすいと期待されま
す。　※２分子標的治療：「分子標的治療」とは、特
定の疾患を治療するために、病気の原因となる特定の
分子（タンパク質や遺伝子など）を標的にすることを意味
します。このような治療は、病気の原因を取り除き、健
康な細胞を傷つけずに病気を治療することができると期待
されます。　※３抗体医薬品（モノクローナル抗体）：「抗
体医薬品」とは、人工的に作られた抗体を用いた医薬
品を指します。このような抗体は、特定の疾患に関連す
るタンパク質あるいは細胞を認識し攻撃することができま
す。抗体医薬品は、比較的新しい医薬品の一種であり、
多くの疾患に対する治療法として期待されています。
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あざ

発疹

にきび

蕁麻疹 湿疹

扁平苔癬
（へんぺいたいせん）

乾癬
（かんせん）

粃糠疹
（ひこうしん）

乾癬（かんせん）とは、慢性の炎症性皮膚疾患です。日本人の発症率
は0.02～0.1％で、患者数は10～20万人と推定されています。「紅
斑（こうはん）」と呼ばれる周囲との境目がはっきりした皮膚の赤み
と、「鱗屑（りんせつ）」と呼ばれる銀白色のかさぶたができ、ポロポ
ロとはがれ落ちていきます。爪の変形や、関節の痛み・変形が起こる
こともありますが、約半数の患者さんがかゆみを感じます。夏に症
状が軽くなり、乾燥しやすい冬に症状が悪化する傾向があります。

乾
かんせん

癬について。


